


















































全な個体が多 く観察され, 11月下旬になると枯死 した個体が多数観察された｡比較
的健全な個体が多数観察できたところも一部であったことから,側葉先端部の腐敗や
穴あきは夏期の一般的な末枯れとは異なり,漁場汚染の影響であることが示唆されて
いる｡ これまでの藻場調査では,現存量が問題にされるだけで,藻体の健全性につい
てはほとんど注目されなかった｡地域間で海藻の健全性にどのような違いがあるか調
査することは ｢磯焼け｣の原因を明らかにする上で大変重要と思われる｡･
長崎県 ･地域結集型共同研究事業 ｢ミクロ海洋生物の生理機能活用技術の開発｣
長崎大学大学院生産科学研究科 ･萩原 篤志
(以下､平成15年度科学技術振興事業団パンフレットより抜粋)
研究開発のねらい
海洋の ミクロ生物に秘められた生理活性を多角的に利用 して､悪化する海洋環境を保
全 し､海洋からの生物資源生産力を高めるための技術開発を行います｡これにより､
自然の物質循環サイクルに組み込まれ多量のエネルギー消費や環境破壊を伴わない2
1世紀型物質生産システムの基盤を確立するとともに､長崎県をマリンバイオ研究と
技術開発研究の世界的拠点化を目指 します｡
背 景
長崎県は､平成 10年に長崎県科学技術振興ビジョンを策定 し､地域の特徴を生かし､
地域に根ざす研究と産業活動の活性化を図り､その高度化によって ｢豊かな環境の実
現｣ と ｢活力ある産業構造の形成｣を達成することを基本方針としました｡
この基本方針のもと､長崎県の地域結集型プロジェクトは､多様な環境の海洋に恵ま
れ大学や公設研究施設や産業界に海洋研究分野の研究者が多 く､研究実績が蓄積 して
いるという長崎県の特徴を最大限に生かし､21世紀に予想される海洋環境悪化､食
料不足およびエネルギー不足に戦略的に対応するための研究と産業の基盤構築をめざ
します｡
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